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Research Abstract

膵・消化管ホルモンは,⾨脈中に放出され⼀度肝を通過して後、標的器官に作⽤すると考えられている.しかし我々は膵・消化管ホルモンが肝・⾨脈領域において迷
⾛神経肝臓枝により感知され,この求⼼性情報存在が中枢神経系に伝達され,さらに遠⼼性情報となって腹部内臓機能を制御する機構の存在につき検討を加えてきた.
事実脳腸ホルモンの⼀つであるsomatostatin(SS)が⾨脈内に出現すると,迷⾛神経肝枝の求⼼活動が増加すること,また免疫組織学的に肝内⾨脈内⽪直下にSSを選
択的に捉える神経⼩体が存在しその中には求⼼性神経線維があることを⾒いだした.このことは,SS受容体を発現する迷⾛神経終末により⾨脈⾎中SSレベルがモニタ
ーされていることを⽰す新しい知⾒である。 
そこで本年度は,胃より分泌されるSSがSS受容体を発現する神経終末にて認識されるか否かにつき,胃静脈系にのみSSを投与し迷⾛神経胃枝の求⼼性電気活動を,さ
らに同神経の遠⼼性活動の変動を検討した.その結果は以下のごとくである. 
1,Wistar系ラットを⽤い⿇酔下に実態顕微鏡下に迷⾛神経胃枝(腹側)を同定分離し,既報の⽅法で同神経のin situにおける求⼼性電気活動を連続測定した.SSを胃⼤
わん側静脈系に,SSの胃局所の⽣理的変動範囲の濃度になるように局所注⼊したところ,求⼼性電気活動は有意に増加した. 
2,胃静脈系SS投与が胃迷⾛神経遠⼼性電気活動に与える影響については現在検討中である.
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